
 

 

2019 年度 兵庫県立大学教員免許状更新講習 

（選択領域）学校における防災教育の基礎 

２０１９．８．1（木） 神戸防災キャンパス 

担当講師  減災復興政策研究科 教授 冨永良喜、准教授 阪本真由美、講師 宮本匠 

─防災教育研究センターでは平成 25 年度より毎年教員免許状更新講習を開講しています─ 

【講義概要】  児童・生徒に対する防災教育に関する基礎的知識の習得を目的とし、以下の内容について講義が行われました。 

1. 防災教育の目指す教育目標等について説明する 

2. 防災教育に求められる視点について説明する 

3. 災害メカニズムと避難行動：ハザードの種類に応じて求められる避難行動をわかりやすく説明する 

4. 災害前後の心のケアと防災教育について説明する 

5. 防災教育教材の体験：カードゲームなど、防災教育に役立つ教材について実際に体験する 

【時 間 割】  第１講 防災教育の目指す教育目標等について（阪本准教授） 

第２講 災害メカニズムと避難行動（阪本准教授） 

第３講 災害前後の心のケアと防災教育について（前半）（冨永教授） 

第４講 災害前後の心のケアと防災教育について（後半）（冨永教授） 

第５講 防災教育に求められる視点について（宮本講師） 

第６講 防災教育教材の体験（宮本講師） 

受講者の声】

① さらに詳しく知りたいこと 

・全員が重要性を認識しないと動けないところがありその改善について 

・認定こども園の防災教育、計画、避難訓練等が難しいので、もっと知識として学びた 

い 

② 講習に期待すること 

・具体的な避難訓練の計画案や防災教育の授業案、防災マニュアル案の提示があ 

 れば、学校で取り組むときに参考にできる 

・速度が速く理解が追いつきにくかった。iPad やスマホ撮影を許可してほしい 

・座学が多かったので、意見交換などたくさん取り入れて欲しかった 

・未就学児に対する避難訓練の方法なども知りたかった 

・実際の対策案などもっと詳しく教えて欲しかった 

・内容がもりだくさんで十分に理解するのが難しかった。内容を絞って深く教えてほしい 

③ 受講してよかったこと 

・防災教育の重要性、これから教育の現場でどのようにいかしてけるのかをあらためて 

 考える講習になった 

・たくさんの資料と映像を使っての講習で理解をより深められた。「自分を守る」ということを大切に自分で判断できるように 

指導したい  

・クロスロードゲームでは、いろいろな意見にたくさん考えさせられた 

・想定外の状況下、子どもだけでなく、教師も生きるために自身を守る知識と行動力をつけていくことが大切だと考えることがで 

きた 

・日頃学校で行っている防災避難訓練だけでなく、様々な場面で災害を意識する必要があると感じた 

・地域の特性を踏まえた防災教育を推進していかなければと思った 

・災害について、心のケア等広く学べてよかった 

・子どもの心のケアについて学べて参考になったので、現場でも役立てたい 

・学校の復興が地域の意欲につながることを強く感じ、被災者支援の有力なポジションになる可能性も考えさせられた 



 

2019 年度 兵庫県立大学教員免許状更新講習 

（選択領域）学校における地域教育の基礎 

２０１９．８. 2（金） 豊岡ジオ・コウノトリキャンパス 

担当講師 地域資源マネジメント研究科 教  授  佐川志朗 中井淳史 山室敦嗣 大迫義人   

川村教一 

地域資源マネジメント研究科 准教授  内藤和明 出口智広 

地域資源マネジメント研究科 講  師   松原典孝 菊池義浩 

地域資源マネジメント研究科 助  教   佐野恭平 

 

─豊岡ジオ・コウノトリキャンパスでは平成 27 年度より毎年教員免許状更新講習を開講しています─ 

 

【講義概要 】 児童・生徒に対する地域教育に関する基礎的知識の修得を目的とし、以下の内容について講義する。 

１ 「地域資源」とは？：地域資源を生かした地域教育の目標、効果等について説明する。 

２  地域資源の活用について（３つのプログラムに分かれる） 

            Ａ：地域の自然資源活用‐ジオパーク 

 Ｂ：地域の自然資源活用‐地域生態系と野生復帰 

Ｃ：地域の社会・文化資源活用‐歴史遺産 

３  Ａ、Ｂ、Ｃのプログラムごとに地域資源の活用についての実 

    習・演習を行う。 

【時  間  割】 第 1 講「地域資源とは」 

            第 2 講「地域資源の活用について」 

            第 3 講「実習・演習」 

             A :地域の自然資源活用実習～ジオパーク～ 

             B :地域の自然資源活用実習～地域の生態系と野生復帰～ 

             C :地域の社会・文化資源活用実習講座～歴史学・社会学・地域計画学の視点から～ 

【受講者の声】 

① さらに詳しく知りたいこと 

・地域資源の活用についての講義は、もっといろいろききたかった 

② 講習に期待すること 

・屋外実習前に、講義で詳しく解説してほしい 

③ 受講してよかったこと 

・自然と触れ合ってコウノトリを観察したり、生物を採集したり、良い経験になった 

・生き物や自然、環境についての関心が深まった 

・実際に町を歩いての研修は、新しい発見の連続で勉強になった 

・実際にジオパークを見れ、勉強になった 

・現地をまわりながら学習することで、地元の地形について考えもしなかった新 

たな発見や驚きがたくさんあり、楽しかった 

・コウノトリ、玄武岩について詳しく学んだので、また訪れたい 

・地域資源との関わり方、授業への活用の仕方などのヒントを頂けた 

・地域資源と人や生き物とのかかわりについて知ることができた 

・ジオ・エコ・ソシオの連携について意識することができた 



2019 年度 兵庫県立大学教員免許状更新講習 

（選択領域）データを活用した地域学習（基礎編） 

２０１９．８. ９（金） 姫路環境人間キャンパス 

担当講師 太田 尚孝（姫路環境人間学部准教授） 

 

─姫路環境人間キャンパスでは平成 28 年度より毎年教員免許状更新講習を開講しています─ 

 

【講義概要】  本講習では、統計データのグラフ表現手法の考え方や各グラフの長短を最初に講義形式で理解をします。 

次いで、地方創生の政策立案や、学校教育でも利用されている「地域経済分析システム（RESAS:リーサ 

ス）」を中心に、客観的データの使い方を演習形式で学びます。また、実際に短時間のグループワークを 

行い、データを活用した教材づくりのあり方を考えます。なお、本講習は、初級者向けに演習レベルを設 

定しています。 

【時 間 割】  第 1 講  講義：データを活用した地域学習とは 

          第 2 講  演習：RESAS を使ってみよう！ 

第 3 講  グループワーク：データを活用した地域課題の理解と解決策の提案① 

第 4 講  グループワーク：データを活用した地域課題の理解と解決策の提案② 

第 5 講  議論：一日の振り返りとより良い地域学習のあり方とは 

【受講者の声】 

① さらに詳しく知りたいこと 

・テーマ設定についての指導方法を深めていき、現場 

で使っていきたい 

 

② 講習に期待すること 

・免許更新講習以外でも RESAS や GIS の入門・活用 

講座を開講してほしい 

 

③ 受講してよかったこと 

・RESAS を全く知らなくてもその利用価値と限界を知ることができた 

・データを用いてどういう学びが価値あるか、現場の視点と社会の要請をすりあわせていく一歩になった 

・テーマが明確で実習中心の講座だったので役立ちそうなことが多かった 

・RESAS はデータが非常にわかりやすかったので家庭科で家族の問題について考えるときなどに活用したいとおもった 

・講義だけでなく演習もあり、わかりやすかった 

・教材作成の際に利用したい 

・アクティブラーニングの活用がうたわれて久しいが、RESAS を活用して問題に取り組む具体的手法を学べてよかった 

・データまでさかのぼって調べ考えることは、「対話的で深い学び」以前にネットの「まとめサイト」に惑わられないため 

に必須のスキルになってきていると感じた 

・手続きがスムーズでゆとりがあった 



2019 年度 兵庫県立大学教員免許状更新講習 

（選択領域）データを活用した地域学習（発展編） 

２０１９．８. １９（月） 姫路環境人間キャンパス 

担当講師 太田 尚孝（姫路環境人間学部准教授） 

 

─姫路環境人間キャンパスでは平成 28 年度より毎年教員免許状更新講習を開講しています─ 

 

【講 義 概 要】  本講習では、地理情報システム（GIS）を活用した授業づくりの第一歩として、座学と演習から GIS の可能 

性と課題を理解します。最初に GIS の仕組みや学校教育とのつながりを説明し、その後、GIS（Arｃ GIS か 

Jstat MAP を予定）の操作方法の理解と、例題を解く形の演習に取り組みます。なお、本講習は、日常的 

に PC を使い、オフィスソフトにも慣れている中級者向けに演習レベルを設定しています。 

【時  間  割】  第 1 講  講義：地理情報システム（GIS）と学校教育 

          第 2 講  演習：GIS を使ってみよう！ 

第 3 講  演習：GIS を活用した地域課題の理解 

第 4 講  演習：GIS を活用した解決策の提案 

第 5 講  議論：一日の振り返りとより良い GIS 活用のあり方とは 

【受講者の声】 

① 講習に期待すること 

・もっと多くの受講生がこの講習を受講されることを期待 

している 

② 受講してよかったこと 

・Jstat MAP のことが理解でき嬉しかったので、今後利 

用できるようになりたい 

・GIS には初めて触れたが、様々な側面から物事をとらえ 

 ることができ、可能性を感じることができた 

・これからの教育においてスタンダードになる分野を学習 

することができ、とても良い経験となった 

・地理総合の大きな柱である GIS の授業での活用方法のヒントが得られ、とてもありがたかった 

・GIS への関心が高められる授業を展開したい 

・授業ですぐに取り入れられる講習をしていただき大変勉強になった 

・授業のツールとしてどのように効果的に使うかということも考えることができてよかった 

・講習場所、日程も夏休みで、スケジュール的にもよかった 

・初級から丁寧に演習問題が設定されていたのでとてもわかりやすく、GIS を使用してできることがたくさんあった 

・EXCEL データから簡単に地図化できることがわかってよかった 

・地理を担当しているが、GIS に触れてこなかったので、手ほどきを受けやっと入口に立ったという感じだ 

次は自宅等で自分自身で試行錯誤してやっていきたい 



2019 年度 兵庫県立大学教員免許状更新講習 

（選択領域）スマホ時代に対応する生徒指導 

２０１９．８. 30（金） 姫路環境人間キャンパス 

担当講師 竹内 和雄（姫路環境人間学部准教授） 

─姫路環境人間キャンパスでは平成 28 年度より毎年教員免許状更新講習を開講しています─ 

 

【講義概要】  スマートフォンの流行、少子化等、様々な要因から子どもたちが変化し、従来の生徒指導だけでは難しく 

なってきています。本講座では、具体的な事例を示しながら、これからの生徒指導について考える機会を 

提供します。 

【時 間 割】  第 1 講  「講義：子どもたちの現状」 

          第 2 講  「演習：各校の現状と課題」 

第 3 講  「講義：スマホ時代に対応した生徒指導」 

第 4 講  「演習：各校の課題への対策検討」 

【受講者の声】 

① さらに詳しく知りたいこと 

・学校現場における具体的な対策の事例を教えていただきたかった 

② 講習に期待すること 

  ・スライドのコピー資料を配布してほしい 

・グループ討論の時間をもう少し長くして深く考える時間を確保してほしい 

・初級・発展にわけ 2 講座出してほしい 

③ 受講してよかったこと 

・大人のほうがスマホに関して知らないことが多いと改めて思ったので子ども

と風通し良い関係を築くことが大切だと勉強になった 

・知らなかったことも多く、学んだことを学校での取り組みに生かしたい 

・知識伝達の講習とは違い、新鮮さを感じた 

・事前研究などを通して今後子どもたちとどう接していくか考えることができた 

・教えていただいたことを指導の際に活用し、同僚にも発信していき、ひとりでも多くの子を救っていきたい 

・これからを生きる子どもたちにはスマホは必要であり、どのようにうまく付き合っていくかを自分で考えていけることのほ

うが大切だと学んだ 

・依存への対策や、スマホ管理の仕方など学ぶことができた 

・実施例や様々な調査結果を示していただき、リアルな状況がわかった 

・世の中の変化に対応していくため知っておかないと有効な指導ができないと考えさせる機会となった 

・ネットいじめ・依存の怖い面と子どもの心情を知ることができた 

・他の先生方と議論をする場が設定されていたことで活発に意見交換ができた 

・子どもだけでなく、親、教師のスマホへの理解を深めなければならないと感じた 

・子どもたちの実態やその背景、そしてスマホの情報（アプリや機能）を知ることができたので良かった 




